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昨年末より準備を開始し，ここまでに二転三転
してまいりましたが，現状（執筆時），世界３大
工作機械見本市のひとつである JIMTOF2006 へ
の出展に向け，最後の追い上げの真只中です．
今回は，東ホールにて，三井精機工業殿・光洋
機械工業殿との３社協業出展で，『お客様と共に
あらたなモノづくり -Value & Technology-』を
共通出展コンセプトとし，研削盤ゾーン，切削機
ゾーン，加工技術コーナ等で各社の特長を最大限
にアピールできるブース構成としています．
また，西ホールでは，モノづくりを支える工作
機械の基盤となる制御機器，工作機器，機能部品，
周辺装置等の出展もしており，会場全体で，シス
テムサプライヤーとしての JTEKT Group をアピ
ールしていきたいと考えています．　　 （石川）

昨年，旧豊田工機技報最終号発行に当たり大西
匡相談役に寄稿をお願いする際，直接お会いする
機会がありました．お話の中で新生 JTEKTに対
する期待とともに強く伝わってきたことは，「『技
に夢を求めて』の精神を忘れず，情熱に燃えて仕
事に取り組んで欲しい．」という事でした．
合併後初の JIMTOF開催に当たり，工作機械
特集号の発行は，これまで築いてきたものを今後
も継続したいと願う方々の「情熱」が実現させた
ものです．
この情熱が今回のジャーナル製作に当たり，私

自身のエネルギーとなって，短期日程ではありま
したが無事発行することができました．今後も情
熱をもってジャーナル製作に取り組んでいきた
いと思います．　　　　　　　　（事務局　石橋）

今年の 5月に創刊した JTEKT ENGINEER-
ING JOURNAL（以下 JEJ）は，3月と 9月の年
2回定期発行することになっていますが，工作機
械に関連した大きな展示会が 10 月～ 11 月に掛
けて開催されることから，別冊として「工作機械
特集号」を発行することになりました．
編集事務局をお引き受けした時は，けっして十
分な準備期間があるとは言いがたい状況でした．
執筆者ならびに編集委員の皆さんも，何ひとつ不
平を並べることなく協力していただき，何とか期
限に間に合わせる事ができました．これは，でき
る限りタイムリーに新技術を紹介したいと思う
気持ちと，お客様のご期待にこたえ続けたいと願
う情熱を持って取り組めた成果だと確信してい
ます．
新たな試みとして，以前に JEJ やその他の雑
誌に掲載した記事であっても，特集号に関連した
ものであれば積極的に転載することにしました．
これにより JTEKTの工作機械・メカトロ商品に
関連した技術を広くお伝えしたいと考えており
ます． （事務局　林）

編集後記

Jが表現するもの
Joint（結合），Joy（喜び），
Japan

カラー
基調色の黒は
日本の伝統色
である「墨」を，
アクセント
カラーの赤は
グローバルに
活躍する「情熱」

Eのアクセント
Electronics＝
電子制御技術の
分野，
Emotional＝
新しい世界を
切り開く
情熱的な挑戦や
開発力，
Environmental＝
環境保護への
積極的な貢献

TEKTが表現
するもの
古代ギリシヤ語で
「卓越した技術を
持つ者」を意味する
「Tekton」を短縮

KTが表現する
もの
光洋精工と
豊田工機

書体が表現するもの
太めの書体は，高品質感や
信頼感，安定した経営と
産業を支える
基幹技術としての骨太さ
タイポグラフィの端の突出は
知性と精緻さ

その名にこめた思い．産業と，時代と心を動かす技術者集団．
ジェイテクト．光洋精工と豊田工機，２社の知識と経験を融合することで，信頼性や先進性の高い技術
を基盤にした「モノづくりを革新する技術力」を日本から世界に発信．顧客はもちろん社会に喜んでいた
だき，持続可能な社会の発展に大きく貢献する企業へと変わっていくという，わたしたちの決意です．


